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■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

活
用
く
だ
さ
い

　

中
建
国
保
・
労
災
・

共
済
の
情
報
は
組
合
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ス
マ

ホ
に
も
対
応
）
で
も
見

ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

　

国
土
交
通
省
は
２
月
19

日
、
令
和
３
年
３
月
か
ら

適
用
す
る
公
共
工
事
設
計

労
務
単
価
を
公
表
。
全
51

職
種
の
全
国
平
均
単
価
は
、

９
年
連
続
で
上
昇
し
、

２
万
４
０
９
円
（
平
成
24

年
度
比
５
３・５
％
増
）と

な
り
、
最
高
値
を
更
新
し

ま
し
た
。

　

改
訂
後
の
単
価
の
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
、
①
全
国
全

　

組
合
の
訓
練
校（
山
口
建
設
高
等
職
業
訓
練
校
・
木
造
建
築
科
）は
３
月
17
日
に
学
科
、

３
月
24
日
に
実
技
の
修
了
試
験
で
あ
る「
技
能
照
査
」を
実
施
し
、
全
員
が
合
格
。
そ
の
後
、

指
導
員
の
参
加
の
も
と
修
了
式
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
５
人
は
、
訓
練
校
で
学
ん
だ
こ

と
を
実
践
の
場
で
発
揮
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
訓
練
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
き
っ
と
活

か
し
て
活
躍
し
て
く
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
修
了
す
る
に
あ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
気
持
ち

を
述
べ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

職
種
単
純
平
均
で
対
前
年

度
比
１・２
％
引
き
上
げ
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
必
要
な
法
定
福
利
費
相

当
額
を
加
算
す
る
な
ど
の

措
置
を
行
っ
た
平
成
25
年

度
の
改
定
か
ら
９
年
連
続

の
引
き
上
げ
に
よ
り
、
全

国
職
種
加
重
平
均
が

２
万
４
０
９
円
と
な
り
ま

し
た
。
③
労
務
単
価
に
は
、

事
業
主
が
負
担
す
べ
き
人

件
費（
必
要
経
費
分
）は
含

ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
よ
っ

て
、
下
請
代
金
に
必
要
経

費
分
を
計
上
し
な
い
、
ま

た
は
下
請
代
金
か
ら
値
引

く
こ
と
は
不
当
行
為
で
す
。

　

主
要
16
職
種
に
お
け
る

山
口
県
の
令
和
３
年
３
月

か
ら
の
公
共
工
事
設
計
労

務
単
価
は
、
上
表
の
と
お

り
、
２
万
５
８
１
円
と
な

り
、
平
成
24
年
度
と
比
較

し
て
、
１
日
あ
た
り

６
２
１
３
円
も
引
き
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

組
合
と
し
て
は
、
引
き

上
げ
ら
れ
た
設
計
労
務
単

価
が
現
場
の
末
端
ま
で
行

き
渡
る
よ
う
、
今
後
も
県

下
自
治
体
要
請
行
動
等
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◇
◇
◇　

◇
◇
◇

　

こ
の
現
状
を
踏
ま
え
て
、

「
全
建
総
連
２
０
２
１
新
型

　

組
合
員
や
家
族
の
方
に

毎
年
お
願
い
し
て
い
ま
す

「
国
保
組
合
予
算
に
向
け
た

ハ
ガ
キ
要
請
行
動
」は
、
中

建
国
保
の
安
定
運
営
に
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
で
す
。

　

令
和
２
年
度
の
ハ
ガ
キ

要
請
行
動
は
、
全
建
総
連
全

体
で
２
３
０
万
９
５
３
２

枚
を
投
函
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
（
建
設
山
口
は

５
万
７
１
６
８
枚
）。
そ
の

結
果
、
令
和
３
年
度
の
建
設

国
保
組
合
に
対
す
る
補
助

額
は
、
現
行
補
助
水
準
を
確

保
で
き
る
見
通
し
と
な
り

ま
し
た
。

　

来
年
度
予
算
に
向
け
て

は
、
例
年
行
わ
れ
る
８
月
末

の
概
算
要
求
を
前
に
現
行

補
助
水
準
を
確
保
す
る
た

め
、
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
を
行

い
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
次

年
度
の
国
保
組
合
の
安
定

運
営
を
支
え
る
だ
け
で
な

く
、
医
療
保
険
制
度
の
中
の

国
保
組
合
制
度
を
将
来
に

渡
っ
て
守
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

毎
年
の
運
動
に
な
り
ま

す
が
、
建
設
山
口
は
組
織
人

員
の
２
倍
を
目
標
に
取
り

組
み
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん

の
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
２
年
間
を
今
後
に
活
か
す

こ
の
２
年
間
を
今
後
に
活
か
す 本部に集められたハガキ

前列５人が卒業生・後列は指導員（３／24本部会館）
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コ
ロ
ナ
と
共
生
し
た
賃
金・

単
価
引
き
上
げ
、
全
国
一

斉
宣
伝
行
動
、
建
設
山
口

各
支
部
代
表
者
会
議
」
を

３
月
15
日
に
支
部
代
表
37

人
の
参
加
の
も
と
、
建
設

山
口
本
部
会
館
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

９
年
連
続
し
て
公
共
工

事
設
計
労
務
単
価
は
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
現

場
で
働
く
私
た
ち
の
賃
金

は
変
わ
ら
な
い
ま
ま
と

な
っ
て
い
ま
す
。
全
建
総

連
が
作
製
し
た
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
チ
ラ
シ
、
ま

た
建
設
山
口
独

自
で
作
製
し
た

チ
ラ
シ
を
全
支

部
で
活
用
し
な

が
ら
、
現
場
の

賃
金
単
価
引
き

上
げ
に
向
け
た

組
織
内
の
機
運

づ
く
り
を
積
極

的
に
進
め
る
こ

と
を
柱
と
し
た

取
組
内
容
を
確

認
し
ま
し
た
。

　
井
上
　
　
剛（
20
）

　

仕
事
を
し
て
い
る
だ
け

で
は
学
べ
な
い
こ
と
を
多

く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
、

と
て
も
為
に
な
る
２
年
間

で
し
た
。

　

手
道
具
の
使
い
方
や
刃

物
研
ぎ
が
分
か
っ
て
き
た

こ
と
で
、
楽
し
く
や
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

事
に
つ
な
が
る
と
て
も
良

い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ク
ラ
ス
の
メ
ン

バ
ー
に
恵
ま
れ
て
と
て
も

楽
し
く
、
面
白
い
２
年
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
良

か
っ
た
で
す
。
卒
業
し
て

も
こ
の
つ
な
が
り
を
大
切

　
中
村
　
将
貴（
26
）

　

自
分
は
こ
の
職
業
に
転

職
し
て
、
す
ぐ
に
こ
の
訓

練
校
に
入
学
し
、
基
本
的

な
知
識
や
技
術
を
学
ぶ
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ノ
ミ
や
カ
ン
ナ
の
研
ぎ
、

木
材
の
刻
み
は
今
後
の
仕

に
し
て
定
期
的
に
集
ま
り

た
い
で
す
。

　

訓
練
校
の
先
生
方
、
事

務
局
の
方
、
ク
ラ
ス
の
メ
ン

バ
ー
に
感
謝
し
た
い
で
す
。

　
砂
田
　
　
歩（
28
）

　

訓
練
校
に
通
い
、
製
図

や
機
械
な
ど
を
使
わ
な
い

実
習
な
ど
、
今
ま
で
経
験

す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
こ

と
を
学
べ
、
良
い
ク
ラ
ス

に
も
恵
ま
れ
、
楽
し
い
２

年
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

２
年
間
学
ん
だ
こ
と
が

実
際
の
仕
事
で
も
活
か
せ

る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
大
賀
　
　
潤（
38
）

　

通
い
始
め
る
前
は
、
２

年
間
は
長
そ
う
だ
な
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
い

ざ
始
ま
る
と
あ
っ
と
い
う

間
で
し
た
。

　

学
科
、
実
技
と
も
今
ま

で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
、

知
ら
な
い
こ
と
も
多
く
と

て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
実

際
の
現
場
で
活
か
せ
る
よ

う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

訓
練
校
・
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
坪
根
　
　
茜（
40
）

　

１
週
間
に
１
度
の
訓
練

で
し
た
が
、
幅
広
く
学
ぶ

こ
と
が
で
き
、
良
い
経
験

に
な
り
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
も
恵

ま
れ
、
楽
し
く
学
ぶ
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
訓
練
校

で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
国
民
年
金
基
金
は
、

自
営
業
の
方
（
第
１
号

被
保
険
者
）
が
安
心
し

て
老
後
を
過
ご
せ
る
よ

う
に
、
国
民
年
金
に
上

乗
せ
部
分
を
プ
ラ
ス
す

る
厚
生
労
働
大
臣
の
認

可
を
受
け
た
公
的
な
年

金
制
度
で
す
。

▼
５
つ
の
メ
リ
ッ
ト

①�

終
身
年
金
が
基
本

（
65
歳
か
ら
生
涯
受

け
取
る
終
身
年
金
が

基
本
）

②�

年
金
額
が
確
定
、
掛

金
額
も
一
定

③�

税
制
上
の
優
遇
（
掛

金
は
全
額
社
会
保
険

料
控
除
）

④�

万
が
一
の
と
き
は
家

族
に
一
時
金
（
掛
金

が
掛
け
捨
て
に
な
り

ま
せ
ん
）

⑤
自
由
な
プ
ラ
ン
設
計

▼
組
合
で
は
加
入
手
続

き
等
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

全
国
国
民
年
金
基
金

（
全
国
基
金
）
に
紹
介

し
、
全
国
基
金
職
員
が

制
度
紹
介
や
加
入
手
続

き
等
を
行
い
ま
す
。
お

問
い
合
わ
せ
は
、
お
入

り
の
支
部
ま
で
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▼
御
存
知
の

よ
う
に
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の

方
は
厚
生
年

金
等
の
上
乗

せ
部
分
の
年

金
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、

自
営
業
の
方

は
国
民
年
金

（
老
齢
基
礎

年
金
）
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

国民年金基金に加入しましょう

９
年
連
続
で
上
昇

９
年
連
続
で
上
昇

賃
金
運
動
引
き
上
げ
機
運
づ
く
り
を

賃
金
運
動
引
き
上
げ
機
運
づ
く
り
を

公
共
工
事

労
務
単
価

支部代表37人が参加

中建国保の
　　安定運営を

ハガキ要請行動

職　種
Ｈ24年度 R ３年
４月から ３月から

大　工 15,100 〈22,000〉
左　官 14,000 〈20,300〉
とび工 14,800 22,300
型枠工 14,100 21,000
鉄筋工 14,600 〈21,300〉
鉄骨工 14,000 20,300
電　工 14,700 〈19,700〉
配管工 14,300 〈19,100〉
板金工 14,800 〈21,700〉
塗装工 13,400 19,800
内装工 15,100 〈22,000〉
サッシ工 14,600 〈20,000〉
ガラス工 14,400 21,400
溶接工 14,600 21,900
建具工 13,100 〈17,900〉
造園工 14,300 18,600
平　均 14,368 20,581

〈 山口県公共工事設計労務単価 〉
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３
月
12
日
に
建
設
山

口
本
部
会
館
に
併
設
し

て
い
る
職
業
訓
練
棟
で
、

荒
木
泰
司
さ
ん
（
下
関
）

に
よ
る
大
工
技
能
の
実

演
を
記
録
す
る
、
技
能

継
承
動
画
の
撮
影
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
撮
影
は
、
県
商

工
労
働
部
労
働
政
策
課

が
、
県
内
熟
練
技
能
者

の
卓
越
し
た
技
能
を
紹

介
す
る
動
画
を
制
作
し
、

次
世
代
に
伝
え
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
、

今
回
は
「
建
築
大
工
」

「
溶
接
技
術
」「
建
築
配

管
」
の
３
職
種
で
撮
影

が
行
わ
れ
、「
建
築
大

工
」
職
と
し
て
、
昨
年
、

山
口
県
優
秀
技
能
者
知

事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た

荒
木
さ
ん
に
依
頼
が
来

ま
し
た
。

　

撮
影
は
、
全
建
総
連

全
国
青
年
技
能
競
技
大

会
の
課
題
で
あ
る
四
方

転
び
踏
み
台
を
題
材
に

実
演
し
、
作
業
の
ポ
イ

ン
ト
や
勘
所
を
説
明
し

な
が
ら
加
工
組
立
の
過

程
を
記
録
し
て
い
く
も

の
で
、
約
９
時
間
の
長

丁
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
組
み
上
げ
た
作

品
と
25
年
前
に
荒
木
さ

ん
が
全
国
大
会
で
銅
賞

を
取
っ
た
作
品
と
の
比

較
、
基
本
の
道
具
の
扱

い
や
大
工
に
お
け
る
刃

物
の
重
要
性
等
を
カ
メ

ラ
に
向
か
っ
て
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

　

撮
影
さ
れ
た
動
画
は

県
や
高
等
産
業
技
術
学

校
等
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に

掲
載
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

建
設
山
口
の
組
織
内
共

済
で
は
、
小
学
校
入
学
・

中
学
校
入
学
の
子
ど
も
さ

ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
組
合

員
さ
ん
を
対
象
に
入
学
祝

金
を
支
給
し
て
い
ま
す

（
一
部
の
支
部
を
除
く
）。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
お

入
り
の
支
部
に
あ
り
ま
す

共
済
金
支
給
申
請
書
に
必

要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、

添
付
書
類
（
組
合
員
の
お

　

建
設
山
口
で
は
３
月
３

日
、
吉
村
委
員
長
を
は
じ

め
５
人
が
参
加
し
て
労
働

局
と
の
意
見
交
換
会
を
実

施
。

　

山
口
労
働
局
側
か
ら
は
、

山
下
徹
・
労
働
基
準
部
監

督
課
・
主
任
地
方
労
働
基

準
監
察
監
督
官
ほ
か
10
人

が
対
応
。

　

①
建
設
安
全
衛
生
対
策

の
強
化
②
ア
ス
ベ
ス
ト
疾

患
患
者
の
補
償
救
済
、
石

綿
健
康
管
理
手
帳
の
交
付

促
進
③
熱
中
症
予
防
、
受

動
喫
煙
対
策
、
脳
・
精
神

疾
患
、
精
神
障
害
対
策
な

ど
④
建
設
現
場
で
の
労
災

隠
し
の
根
絶
、
多
能
工
へ

の
労
災
適
用
⑤
建
設
雇
用

改
善
⑥
手
間
請
け
の
「
労
働

者
範
囲
」
⑦
労
働
保
険
事
務

組
合
の
健
全
運
営
⑧
労
働

行
政
に
充
実
⑨
働
き
方
改

革
対
策
に
つ
い
て
を
柱
に

計
31
項
目
を
要
請
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
要
請
内
容
等

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
労
災

特
別
加
入
時
の
健
康
診
断

　

建
設
山
口
で
は
、
地
域

で
の
仕
事
の
掘
り
起
こ
し

に
つ
な
が
る
「
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
」
の
創

設
を
求
め
、
県
下
全
自
治

体
（
13
市
６
町
）
へ
の
要
請

行
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

こ
の
制
度
は
、
地
元
の

建
設
業
者
に
依
頼
し
て
行

う
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
対

し
、
自
治
体
が
独
自
に
補

助
す
る
制
度
で
令
和
３
年

度
（
４
月
現
在
）
は
、
７
市

１
町
で
創
設
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

対
象
工
事
や
助
成
割
合

は
自
治
体
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

各
自
治
体
の
担
当
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

該
当
地
域
の
組
合
員
の

み
な
さ
ん
、
仕
事
対
策
と

し
て
積
極
的
な
御
活
用
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

組
合
と
し
て
は
、
制
度

継
続
の
必
要
性
も
訴
え
な

が
ら
、
引
き
続
き
、
今
年

度
も
県
下
自
治
体
へ
の
要

請
行
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

実
施
機
関
を
増
設
の
要
望
、

労
災
保
険
に
係
る
書
類
の

様
式
変
更
に
対
す
る
早
め

の
告
知
の
要
望
、
働
き
方

改
革
に
関
す
る
研
修
会
の

開
催
の
要
望
な
ど
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

計計
3131
項
目
を
要
請

項
目
を
要
請

安
全
対
策
強
化
を
求
め
て

安
全
対
策
強
化
を
求
め
て

労働局との
意見交換会

加工組立の過程を撮影

入念な打ち合わせ

建設山口から５人、労働局から10人が参加

子
さ
ん
と
分
か
る
も
の
。

健
康
保
険
証
の
写
し
や
住

民
票
の
写
し
な
ど
）
を
添

え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
月
の
翌
月
末
ご
ろ

に
お
入
り
の
支
部
を
通
じ

て
、
入
学
祝
金
を
お
渡
し

い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
小
学
校
入
学
祝

金
は
１
万
円
、
中
学
校
入

学
祝
金
は
５
千
円
で
す
。

　

原
則
と
し
て
、
６
ヶ
月

以
内
の
申
請
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ま
だ
申
請
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
お
早

め
に
お
入
り
の
支
部
を
通

じ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　　

組
合
で
は
、
確
定
申
告

相
談
会
を
独
自
に
実
施
し

て
い
な
い
各
支
部
に
対
し

て
、
本
部
か
ら
相
談
員
が

出
向
き
、
決
算
書
や
申
告

書
作
成
の
お
手
伝
い
を
す

る
取
組
を
継
続
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
相
談
会
は
２
月

３
日
の
阿
東
会
場
を
皮
切

り
に
、
独
自
開
催
支
部
を

含
め
、
16
会
場
で
実
施
。

合
計
１
８
０
人
の
相
談
者

が
あ
り
ま
し
た
。
内
訳
は
、

白
色
申
告
84
人
、
青
色
申

告
87
人
、
給
与
９
人
で
し
た
。

　
「
減
価
償
却
の
計
算
が
難

し
い
の
で
お
願
い
し
た
い
」

「
一
通
り
作
っ
て
み
た
が
、

確
認
の
意
味
で
チ
ェ
ッ
ク

し
て
欲
し
い
」
な
ど
相
談
内

容
も
様
々
で
す
。　

　

ま
た
、
今
年
の
特
徴
と

し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
特
例

法
に
お
い
て
支
給
さ
れ
た
、

特
別
定
額
給
付
金
は
非
課

税
扱
い
で
す
が
、
持
続
化

給
付
金
は
事
業
所
得
の
課

税
対
象
に
な
る
た
め
、
決

算
書
上
の
処
理
に
つ
い
て

の
相
談
が
多
数
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
10
月
に
軽
減

税
率
が
導
入
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
区
分
経
理
を
行
う

作
業
が
増
え
、
事
務
作
業

が
複
雑
化
し
て
い
る
消
費

税
の
相
談
件
数
は
、
本
則

課
税
２
件
、
簡
易
課
税
15

件
で
し
た
。　　

　

相
談
者
も
、
昨
年
独
立

開
業
さ
れ
て
今
年
初
め
て

確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
か

ら
、
毎
年
参
加
さ
れ
る
方

ま
で
お
ら
れ
、
こ
の
取
組

の
必
要
性
を
年
々
感
じ
て

い
ま
す
。

卓越した技能を次世代へ
県の動画実演・荒木泰司さん（下関）

住宅リフォーム助成住宅リフォーム助成
令和３年度は７市１町（４月現在）令和３年度は７市１町（４月現在）

ー 積極的なご活用を ー 積極的なご活用を ーー

16会場で実施
確定申告相談会

入学祝金を受付中入学祝金を受付中
ー申請忘れずにー申請忘れずにーー

■創設自治体　７市１町� （4月本部把握分）

市　町 募 集 期 間 等 予 算 額 担当課連絡先

１ 宇部市
５月10日～11月 30日
※予算の範囲内
※新型コロナウイルス感染症対応工事必須
かつ健康・省エネ住宅に資する改修工事

2,000 万円 宇部市都市整備部建築指導課
℡ 0836-34-8434

２ 長門市
４月１日～予算の範囲内
・断熱リフォーム工事
・一般リフォーム工事

（地域商品券）
1,000 万円
750 万円

長門市建設部建築住宅課
℡ 0837-23-1149

３ 山口市 ５月10日～８月31日
※予算の範囲内

（地域商品券）
1 億 5,000 万円

山口市ふるさと産業課
℡ 083-934-2719

４ 防府市
・第 1次募集
4 月 27 日～ 5月 31 日
・第 2次募集　
7 月 27 日～予算終了まで

（地域商品券）
3,000 万円
2,000 万円

防府市商工振興課商工振興係
℡ 0835-25-2147

５ 光　市 エコライフ補助金
４月 26 日～ 予算の範囲内 600 万円 光市環境政策課環境政策係

℡ 0833-72-1465

６ 美祢市 ５月 30 日～予算範囲内
（地域商品券
　及び農産品等）

500 万円

美祢市建設経済部商工労働課
℡ 0837-52-5224

７ 山陽
小野田市 ５月 10 日～予算の範囲内 1,000 万円 山陽小野田市建築住宅課

℡ 0836-82-1166

８ 阿武町 ４月１日～ 12月 20日
※予算の範囲内 100 万円 阿武町土木建築課

℡ 08388-2-3112

※各自治体により、対象工事や助成割合が異なります。詳細は担当課または、
　各市町の HP でご確認ください。
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久光　義秋（光・大工 71）

金金
みみ

峰峰
たけたけ

山山 790m790m
（周南市）（周南市）

呼
ぶ
山
は
こ
の
峰
だ
け

で
し
ょ
う
ね
。
国
道

３
１
５
号
線
、
向
道
湖

の
北
東
で
山
頂
に
反
射

板
が
目
立
つ
大
き
な
山

で
す
。
三
峰
を
持
つ
立

派
な
美
し
い
岳
で
あ
る
。

鉄
塔
が
建
つ
峰
が
一
の

岳
、
反
射
板
が
あ
る
二

の
岳
、
大
き
く
一
番
高

い
三
の
岳
。

 

こ
の
山
は
子
供
た
ち

と
の
出
逢
い
を
今
で
も

思
い
出
す
。
そ
れ
は
周

南
市
の
小
学
４
，
５
，

　

日
本
中
で
金
峰
山

と
書
い
て
ミ
タ
ケ
山
と

６
年
生
（
男
女
）
合
せ

て
50
人
を
募
集
し
て
、

冬
の
50
㎞
を
３
日
間
で

歩
く
「
太
田
原
自
然
の

家
」
主
催
の
企
画
で
、

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
で
サ

ポ
ー
ト
す
る
役
目
と
し

て
３
年
連
続
し
て
参
加

し
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
コ
ー
ス
の

中
に
向
道
湖
畔
ス
タ
ー

ト
し
て
金
峰
山
三
岳
を

縦
走
し
、
須
金
の
集
落

ま
で
歩
く
３
日
間
で
一

番
辛
く
危
険
が
伴
う
道

程
で
あ
る
。

 

冬
季
な
の
で
８
０
０

ｍ
の
山
頂
付
近
は
積
雪

が
あ
り
、
滑
落
や
寒
さ

で
動
け
な
い
子
供
も
出

て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。

子
供
た
ち
は
く
る
ぶ
し

ま
で
の
ズ
ッ
ク
だ
。
靴

の
中
に
雪
が
入
り
冷
た

か
ろ
う
。

の
依
頼
。
役
員
８
人
が
調

理
台
８
カ
所
の
天
板
の
裏

の
ベ
ニ
ヤ
が
は
が
れ
か
け

て
い
た
の
で
取
り
除
き
、

工
具
の
タ
ッ
カ
ー
な
ど
を

使
っ
て
新
し
い
板
を
張
り

付
け
ま
し
た
。

　

教
頭
先
生
も
立
ち
会
わ

れ
、
と
て
も
き
れ
い
に

な
っ
た
と
喜
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

地
域
社
会
へ
の
貢
献
を

目
的
と
し
た
こ
の
取
組
は
、

市
内
の
小
・
中
学
校
か
ら

の
依
頼
を
受
け
て
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
取
組
を
通

し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
物

の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら

え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　【
小
野
田
・
竹
本
登（
屋

根
工
・
50
）】
１
月
23
日

厚
狭
小
学
校
の
調
理
室
で

建
築
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
建
築
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
は
今
年
で
７
年
目

を
む
か
え
ま
し
た
。　

　

調
理
室
の
調
理
台
の
天

板
裏
が
傷
ん
で
い
て
ケ
ガ

を
す
る
心
配
が
あ
っ
た
の

で
、
修
繕
し
て
ほ
し
い
と

地
域
社
会
へ
貢
献

地
域
社
会
へ
貢
献

小
野
田
・
建
築
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

小
野
田
・
建
築
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

調理台の天板裏の修繕作業

ニの岳山頂・担当した班のメンバーと

　
建
設
山
口
の
組
合
員
数

は
、
令
和
３
年
３
月
末
現

在
、
１
万
２
４
３
７
人
と

な
り
ま
し
た
。
令
和
２
年

度
に
加
入
し
た
仲
間
は

１
１
６
４
人
、
脱
退
し
た

仲
間
は
８
３
７
人
と
な
り
、

１
年
間
で
３
２
７
人
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

結
果
、
８
年
連
続
の
年
間

増
員
と
な
り
ま
し
た
。

　

組
織
が
拡
大
す
れ
ば
、

「
数
は
力
」
と
な
り
私
た

ち
の
諸
要
求
実
現
に
向
け

た
運
動
に
お
い
て
、
大
き

く
前
進
し
ま
す
。
そ
の
こ

と
は
、
組
合
員
さ
ん
の
生

活
を
守
る
こ
と
に
も
繋

が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

組
合
員
及
び
家
族
の
皆

さ
ん
の
組
織
拡
大
に
向
け

た
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
精
進

山
口　

来
栖　

博
文

（
土　

木
）

　

元
気
で
仕
事
に
従
事
で

き
、
末
っ
子
が
無
事
に
高

校
を
卒
業
し
、
安
堵
し
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
も
精
進

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

春
の
訪
れ
を
楽
し
む

光　

脇
村　

美
由
紀

（
事　

務
）

　

主
人
が
畳
工
を
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
事
務
を
し

た
り
、
雑
用
を
し
て
お
り

ま
す
。

　

通
勤
の
途
中
で
土
筆
を

見
つ
け
た
り
、
日
々
、
春

の
訪
れ
を
楽
し
ん
で
お
り

ま
す
。

姉
の
卒
業
式

吉
南　

石
津　

未
織

（
学　

生
）

　

３
月
に
姉
が
小
学
校
を

卒
業
し
ま
し
た
。
い
つ
も

な
ら
、
１
～
６
年
生
ま
で

出
席
す
る
の
で
す
が
、
コ

ロ
ナ
で
４
～
６
年
生
し
か

出
席
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

６
年
生
に
は
、
い
ろ
い

ろ
と
お
世
話
に
な
っ
た
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

様
々
な
こ
と
を
勉
強
中

萩　

熊
倉　

春
香

（
事　

務
）

　

入
社
し
て
半
年
が
た
ち
、

初
め
て
か
か
わ
っ
た
建
設

業
で
様
々
な
こ
と
を
学
ば

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

年
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃

宇
部　

田
中　

隆
弘

（
電　

工
）

　

初
め
て
ぎ
っ
く
り
腰
に

な
り
、
動
く
の
も
大
変
な

日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

少
し
歳
を
感
じ
る
今
日
こ

の
頃
で
す
。

加 入 年 齢　 積 立 期 間　払 込 金 額　一  時  金
10年確定
年金（月額）

10年保証期間
付 終 身 年 金
（男性月額）

55歳        10年        2,400,000   2,473,700     21,600         12,100

55歳        10年        1,000,000   1,099,200    【9,600】        【5,400】

年金共済まごころ
月々5,000円から老後の
ゆとりを育ててみませんか？

①全建総連の組合員のための年金共済制度。
月払・１口5,000円から20口10万円まで（掛
金見直しも可能）。
②掛金は、毎月26日に自動引落。
③月払い加入者は１口10万円単位で「一時払積
増」が可能【年２回】。

④一部引き出し可能。
⑤67歳まで加入ができ、
60～70歳の間で、年金ま
たは一時金での選択。

加入モデルケース加入モデルケース
■月４口（20,000円）で加入した場合

■一時払積増10口（100万円）を積増した場合

※この金額は、2020年現在のものです。将来の受取額をお約束するもの
　ではなく、現在の利回りが続いた場合であり、下回る場合もあります。

Ａ：現在、予定利率・年1.26％となってい
ますが、将来変更される場合があります。

Ａ：保険料は、一般の生命保険
料控除の対象で、年金で受け取
るときや一時金で受け取るとき
は、課税対象となります。

Ｑ＆ＡＱＱＱＱＱ＆＆＆＆＆＆＆＆ＡＡＡＡＱ＆Ａ

徴
特
の
ろ
こ
ご
ま

所属組合または全建総連年金共済事業本部
〒169-8650 東京都新宿区高田馬場２－７－15  TEL 03－3200－6221お問合せ ▼ホームページにアクセス

http://1bb.jp/kyosai/magokoro/

※事務手数料や、保険会社の事務手数料の関係
　で、元本割れ期間があります。

Ｑ１ 利回りはどうなっているの？Ｑ１ 利回りはどうなっているの？

Ｑ２ 税務上の扱いは？Ｑ２ 税務上の扱いは？

労働災害事例
発生状況 
　本災害は、炎天下
のもと資材置き場で
の部材等の整理整頓、
トラックへの足場解
体部材の積み込み作
業等を行っていた作
業者が、熱中症によ
る多臓器不全のため
死亡に至ったもので
ある。
 原　因 
　屋根のない炎天下における作業にもかかわらず、現場の
安全管理者に熱中症に対する認識が低く、担当者が塩分・
水分を補給できる準備をするなどの熱中症対策を怠ったこ
と。
 対　策 
　作業場所またはその近くに日陰の場所を確保し、作業者
が適宜そこで休憩できるようにすること。また炎天下での
作業はできるだけ長時間の作業を避け、風通しのよい作業
着等の服を着用し、適度の水分および塩分を摂取すること。
　統括安全衛生責任者は連絡網を通じて、事前に熱中症の
予防を指示し措置を講ずること。

8年連続の増員

12,437人
年度末組合員数

　

二
の
岳
の
反

射
板
前
に
三
角

点
が
あ
り
記
念

撮
影
。
こ
こ
ま

で
子
供
た
ち
の

ト
ラ
ブ
ル
は
な

い
。　

　

二
の
岳
か
ら

三
の
岳
の
鞍
部

は
す
ご
い
下
り

と
登
り
が
待
っ

て
い
る
。
滑
っ

て
捻
挫
や
骨
折

が
怖
い
場
所
に
班
の

リ
ー
ダ
ー
（
大
学
生
）

も
緊
張
の
中
で
子
供
た

ち
を
励
ま
し
続
け
る
。

　

６
班
に
分
か
れ
た

リ
ー
ダ
ー
が
メ
ン
バ
ー

シ
ッ
プ
を
維
持
で
き
る

か
試
さ
れ
る
時
間
帯
で

も
あ
る
。
私
た
ち
無
線

員
は
３
名
。
山
好
き
ば

か
り
で
あ
る
。

　

足
の
冷
た
さ
で
弱
音

を
吐
く
男
の
子
を
女
の

子
が
元
気
づ
け
、
全
班

無
事
に
下
山
。

　

昼
食
休
憩
し
て
か
ら

今
夜
の
宿
は
ま
だ
ま
だ

遠
い
。
最
後
の
班
は
18

時
過
ぎ
の
到
着
と
な
っ

た
。

　

金
峰
山
の
山
容
を
見

る
と
い
つ
も
子
供
た
ち

が
日
々
成
長
す
る
逞
し

い
笑
顔
が
浮
か
ん
で
き

ま
す
。

支部 令和 3 年 3 月末
建設山口組合員数

４月から
の増減数

阿東 70 2
岩国 1,793 6
宇部 1,696 39
小野田 589 12
吉南 1,061 35
下松 1,403 123
熊毛南 253 2
下関 1,155 -9
徳山 752 3
豊浦 192 17
長門 175 -2
萩 190 1
光 265 15
防府 990 6
美祢 168 0
山口 1,212 51
柳井 473 26

計 12,437人 327
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美祢　杉山　浩二
（大工・48）

子
供
と共

に
成
長

杉山さん

　先日、長男の小学校の入

学式に行ってきました。私

も、その小学校に通っていたこと

もあり、校舎は新しくなっていました

が、どこか懐かしさを感じました。

　教室では、在校生たちの、「入学お

めでとう」の文字や絵などが飾ってあ

り新入生を迎えてくれました。

　式では新入生が先生に呼ばれ、みん

な元気よく返事をしている姿に、期待

に胸を膨らませ、新たな小学校生活が

スタートしたんだなと思いました。　

また、昔歌っていた校歌も聞

けて当時のことを思い出しまし

た。

　式が終わり教室に戻り、先生が「教

科書を確認してください」と言われ、

みんなページをめくりながらキラキラ

した目をしていたのがとても印象に残

りました。

　これから６年間、いろんな経験をし

て、勉強に、スポーツに頑張って、た

くさんの友達を作って学校での生活を

楽しんでもらいたいです。

やま
ぐち

10人にクオカード

〈
解
き
方
〉
カ
ギ
を
ヒ
ン

ト
に
□
を
う
め
、
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
の
順
に
並
べ
変
え
て

く
だ
さ
い
。

―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―

①
汁
を
す
く
う
丸
い
ひ

し
ゃ
く
。

③
穀
類
、
豆
類
の
種
子
を

発
芽
さ
せ
た
食
べ
物
。

○
○
○
ラ
ー
メ
ン
。

⑥
娘
の
夫
。
新
郎
。

⑦
誠
実
。
あ
の
人
は
、
○

○
○
な
人
だ
。

⑨
ガ
の
幼
虫
。

⑪
小
説
家
。
○
○
直
哉
。

⑫
熱
帯
産
の
大
き
な
常
緑

樹
。
○
○
の
実
。

⑬
お
風
呂
か
ら
出
た
と
き

に
体
を
ふ
く
も
の
。

⑮
上
達
す
る
と
瓦
や
板
も

割
れ
る
？

⑯
大
気
の
温
度
の
こ
と
。

⑱
無
我
○
○
○
○
。

㉒
公
園
や
幼
稚
園
な
ど
に

あ
る
子
供
の
遊
具
。
階

段
が
あ
り
ま
す
。

㉓
ツ
ノ
が
あ
る
、
象
に
次

い
で
大
き
い
動
物
。

―
タ
テ
の
カ
ギ
―

①
と
っ
て
も
怖
い
と
こ
ろ
。

う
ら
め
し
や
～
。

②
日
本
に
い
る
毒
蛇
の
一

種
。

④
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
生
産
日

本
一
は
○
○
○
○
県
。

⑤
後
押
し
。
○
○
者
。

⑧
近
海
に
い
る
目
が
大
き

い
魚
。
煮
つ
け
に
す
る

と
お
い
し
い
で
す
。

⑩
大
き
く
見
え
る
○
○
め

が
ね
。

⑪
○
○
○
○
手
帳
。
○
○

○
○
キ
ッ
チ
ン
。

⑬
夢
い
っ
ぱ
い
。
君
の
未

来
は
○
○
色
だ
。

⑭
米
を
軟
ら
か
く
煮
た
食

べ
も
の
。

⑮
酒
を
温
め
る
。
○
○
を

つ
け
る
。

⑰
メ
シ
ベ
←
→

⑲
シ
ョ
ウ
、
○
○
、
バ
イ
。

⑳
お
い
し
い
も
の
を
食
べ

た
後
の
一
言
は
。

㉑
ビ
ー
ル
の
お
つ
ま
み
に

○
○
豆
。

　
　

◆
◆
◆　

◆
◆
◆

　

答
え
を
ハ
ガ
キ
に
書
い

て
６
月
30
日
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
「
や
ま
ぐ

ち
パ
ズ
ル
係
」
に
送
っ
て

く
だ
さ
い
。
10
人
の
方
に

ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ

ま
す
。

　

解
答
の
ハ
ガ
キ
に
は
、

住
所
、
氏
名
、
職
種
、
支

部
名
、
年
齢
の
ほ
か
、
短

い
文
章
を
書
き
添
え
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、「
仲
間
の
声
」

掲
載
文
に
も
ク
オ
カ
ー
ド

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
声
を
で
き
る

だ
け
紙
面
に
反
映
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◇
302
号
解
答
◇

　
ソ
ツ
ギ
ョ
ウ
シ
キ

〈
当
選
者
〉【
岩
国
】
伊
藤

和
樹
【
宇
部
】
岩
本
真
一
・

草
園
祐
子
・
坂
野
勝
【
吉

南
】
松
尾
英
和
・
村
田
亮

【
豊
浦
】
増
田
淳
二
【
萩
】

高
橋
和
生
【
光
】
田
村
秀

樹
【
山
口
】
安
冨
天
将

（
応
募
総
数
50
）

作・斉藤達夫

五輪のゆくえ

い
く
ら
五
輪
と
て

不
名
誉
な

新
記
録
樹
立
じ
ゃ

ま
ず
い
の
う

開
催
国
と
し
て

恥
か
し
い

お
ま
け
に

コ
ロ
ナ
で

外
国
か
ら
の

観
客
は

シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト

ケ
チ
の
つ
き
方
が

ハ
ン
パ
な
い
よ
ね

何
か
と

物
議
を
か
も
す

こ
の
た
び
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
じ
ゃ
が

本
当
に

大
丈
夫
な
の
か
ね

エ
ン
ブ
レ
ム
盗
作

競
技
場
建
設
問
題

開
催
地
の
変
更

日
程
の
延
期

組
織
委
員
会

ト
ッ
プ
の
交
替
劇

問
題
発
言

あ
い
つ
ぐ
不
祥
事

e
t
c
…

・
・
・
・

・
・
・
・
・

お
い
で
よ
吉
南
支
部

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　【
吉
南
・
原
田
広
人
（
鉄

筋
・
43
）】
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
と
は
そ
の
名
の
通

り
、
柔
ら
か
い
ボ
ー
ル
を

使
う
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
す
。

　

４
人
制
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
コ
ー
ト
よ
り
少
し
狭
い

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト
を

使
い
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
よ

り
少
し
大
き
く
、
ビ
ー
チ

ボ
ー
ル
を
少
し
硬
く
し
た

感
じ
の
ボ
ー
ル
で
手
も
痛

く
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
ボ
ー
ル
の
表
面

が
柔
ら
か
い
せ
い
か
、

サ
ー
ブ
が
意
図
せ
ず
変
化

球
に
な
っ
た
り
す
る
な
ど
、

お
手
軽
＆
楽
し
い
ス
ポ
ー

A

E

B

C

D

1

9

12

16

22

10

17

2

15

13

21

3

11

18

4

7

19

5

14

23

8

20

6

ツ
で
す
。

　

組
合
員
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
方
法

で
、
組
織
部
が
主
体
と
な

り
、
楽
し
く
参
加
で
き
る

行
事
は
な
い
か
と
考
え
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
部

を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　愛車、愛妻、愛娘、愛犬・・・。人それ
ぞれに「愛○」の○には色々なことが考え
られると思います。組合員の皆さん、「愛○」
の○を入れてください。
　そして、それにまつわるエピソードと写
真を建設山口教宣部まで送付してください。
投稿をお待ちしています。

　あわせて、「お気に入りの場所」の原稿
も募集します。ご自分のお気に入りの場所
で、皆さんにもおすすめの場所についてお
書きください。こちらの記事にも写真を添
えて、建設山口教宣部までお送りください。
掲載者にはクオカードをお送りいたします。
　よろしくお願いします。

 「愛○」「お気に入りの場所」の
原稿募集中

　

部
長
さ
ん
は
バ
レ
ー
未

経
験
者
の
ド
素
人
さ
ん
。

３
年
経
っ
て
も
ト
ス
が
下

手
な
人
で
す
。

　

部
活
は
月
に
１
～
２
回

土
曜
の
夜
、
19
時
か
ら
21

時
の
練
習
で
す
。
場
所
は

山
口
南
総
合
セ
ン
タ
ー
の

体
育
館
を
全
面
貸
し
切
り

ま
す
。
コ
ロ
ナ
対
策
と
し

て
換
気
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
検
温
・
消
毒
・
パ
ル

ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
等
を

導
入
し
て
い
ま
す
。

　

部
員
は
20
数
名
で
、
参

加
者
は
０
歳
か
ら
60
歳
と

幅
広
く
子
供
達
も
元
気
に

遊
ん
で
、
楽
し
く
活
動
し

て
い
ま
す
。
他
支
部
か
ら

の
参
加
も
可
能
で
す
。
近

隣
支
部
の
方
も
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

吉
南
支
部
事
務
局　
　

０
８
３-

９
７
２-

２
８
４
４

月１〜２回、土曜日の夜に練習（山口南総合センター）

対戦支部求む


